
事業者名

事業概要 営農型太陽光発電（ソーラーシェアリング、以下SS）の企画・事務手続き・設計・施工・維持管理までを一気通貫で
行っています。
農業経営のコンサルティングも行っており、来年度からは自社で有機農業も開始する予定です。

部署 ―

所在地 〒811-1213
福岡県那珂川市中原2丁目120番地 博多南駅前ビル3階

連絡先 （電話番号）092-953-2725
（E-mail）info@agritree.jp

環境省ローカルSDGs
を通じて、実現したい
社会像

営農型太陽光発電（ソーラーシェアリング、以下SS）を起点とした食・農・エネルギーによる地域活性化をしてい
きたいと考えています。都市部を含むそれぞれの地域にはそれぞれの特色があり、それらを活かした地域づくりに
貢献することによって、子供や孫の世代に安心して引き継いで行ける社会にしていきます。その中でも食とエネル
ギーは生活に欠かせないものであり、それらを両方作ることができるソーラーシェアリング事業を軸に事業を進め
ています。
特に地方に行くと産業の中心は農業であり、農業が持続可能であることが地方の持続可能性に直結すると考え

ています。ソーラーシェアリングによって、電力事業も行う農業者が増えれば、農業収入も安定します。

ローカルSDGsの実現
に貢献できるソリュー
ション

分野 脱炭素／農林水産業・地場産品／防災

⇒別紙①参照（山口県下関市における合同会社有機の里の取り組み）

上記ソリューションを
提供できる地域につ
いて

全国

自者の特徴 農業第一主義で、地域に入り込み、ソーラーシェアリング事業を一気通貫で実施できる点です。農業分野にも精
通している人材がいるために地域の方々と一緒に事業展開を行えることです。また大企業とのつながりもあるた
めに資金調達や電力・農作物の販売方法についても従来の固定価格買取制度に囚われずに様々なオプションを
持っています。
⇒別紙②参照

SDGs経営に向けた自
者の課題や悩み

地方での人材の獲得、地方でのSDGsに関する認知の低さです。

株式会社アグリツリー



２０２０年１１月
合同会社有機の里

豊浦有機の里構想について

～100年後の地域を考える～
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別紙①



豊浦有機の里の目的

漁業関係者

外部関係者

有機農業者
住民

地域外関係者

美しい山、海、川、温泉などの豊富な自然資源がある下関市豊浦町を中心として、

人々や生き物が有機的につながり、100年後も持続可能で活力のある「里」に育てていくこと
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豊浦有機の里体制

一般社団法人
豊浦有機の里

自治体

✓ 初期段階として事業を行う会社「同号会社有機の里」を立ち上げ、実績を積んでいきます

✓ 将来的には「一般社団法人豊浦有機の里」のような組織を作り、自治体や地元住民、企業などにも幅

広く会員をなっていただき、地域作りを進めていけるプラットフォームとして機能していきます

市民 企業

合同会社
有機の里

出資者

出資

①

②
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合同会社有機の里

【組織について】

✓ 志を共にする個人や企業に出資いただき、業務執行社員を選出する

✓ 代表社員、副代表社員を選出し、会計・事務局スタッフと共に組織運営にあたる

【資金について】

✓ 出資金（立ち上げ時は５０万円×６口＝３００万円）

✓ 金融機関からの融資、事業会社への社債発行

※創業３年～５年は配当無しとして、利益を事業投資や地域還元していく

【企業理念について】

当会社は山口県下関市豊浦町の地域振興を目的として設立し、地域の伝統的産業、

資源や伝統的文化を大切にして先端技術と伝統的技術が融合し、自然環境と地域

の人の暮らしが持続可能であることを実証する事を目的とすると同時に、日本各地や世

界中の思いを同じくする方々と交流し情報が交換できるプラットフォームづくりを目指す。
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合同会社有機の里

【出資者】

1. 中野 芳男氏（ロハス農園株式会社 代表取締役）

2. 岩田 章宏氏（株式会社日本フーズ 代表取締役CEO）

3. 岡本 高明氏（株式会社川棚グランドホテル 常務取締役）

4. 有限会社アスク（戸澤 昭夫氏が所属）

5. ritaya design CO.,LTD（平井 宏和氏が代表取締役）

6. 株式会社アグリツリー（西光司が代表取締役）

7. エネオスイノベーションパートナーズ合同会社
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※環境省HPより：https://www.env.go.jp/nature/morisatokawaumi/kyouseiken.html 6



川棚温泉を中心とした豊浦町版地域循環共生圏イメージ図

漁業・食品加工

教育

観光・温泉
有機農業

エネルギー

モビリティ

有機肥料
温泉熱利用

スマート農業

農業学校
（留学生含む）

農業体験・民泊ソーラーシェアリング
地域新電力

間伐材バイオマス

林業

有機菌生類

森の学校

スマート漁業

HACCAP

シェアリング

インバウンド

地域循環共生圏
グリーンツーリズム

グリーンスローモビリティ

E-BIKE

工場のIoT化

ロボティクスの活用

ドローン活用

パッシブハウス
巡回EVバス
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✓ 有機農業を中心として、地域の資源を活用したヒト・モノ・カネの地域循環

モデルの構築を目指しています



ソーラーシェアリングによる資金循環と関係人口の拡大

ロハス農園

耕作協力金
農作物購入代

農作物

資金

電力
農作物

有機の里

✓ ロハス農園が有機農業を、有機の里が発電事業を担い、有機の里から耕作協力金、地代を支払います

✓ 地域・環境のことを第一に考え、必要な経費を除いた利益を地域に再投資します

✓ 地域・環境配慮型企業の参画を促し、野菜を購入いただいたり、農育・農業体験を通して「豊浦町」への

関係人口を増やしていきます

地権者

地上権
土地賃借料耕作権

直売所、宿泊所（農業体験
者向け）、農作物の加工場等
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ソーラーシェアリング候補地

✓ それぞれの発電設備はAC49.5kW、
DC80kWを予定しています

✓ 年間の発電量は約392,000kWh
となり一般家庭約68軒分の消費
電力を賄います

✓ 候補地１は2020年7月に完工

✓ 候補地２・３は2021年5月に施
工予定

１

２

３

４
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10

豊浦有機の里ソーラーシェアリング１号機（2020/7/27完工）

耕作放棄地 圃場整備

建柱

パネル設置
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停電時にも活用できる自立運転施工済

✓ 災害などで停電になった場合には、自立運転モードに切り替えて、

コンセントから太陽光発電によって発電された電力を使用すること

ができます

✓ それぞれのコンセントから最大1500Wの消費電力に対応できます
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候補地２・３の農作物について

✓ わら、ヌカ、もみ殻など有機農業に必要な肥料作りや農業資材としても使用できる「米」を計画しています

✓ 有機農業の水稲に成功している民間稲作研究所（栃木県）、丸三産業（愛媛県）から技術供与をい

ただきながら農法について研究を進めていきます

✓ ソーラーシェアリング設備も水稲に適した両面受光パネルや可動式の設備を検討していきます

※丸三産業HPより：https://www.marusan-sangyo.co.jp/intro/cloth/

✓ 「世界初」のハーフカットセルを使

用した細型パネル

✓ 裏面も発電するために水の反射

光も有効活用できる

✓ 1枚あたりの発電量は130Wと既

存の120Wのパネルより約8％高

いために架台・施工費用を下げる

ことができる



農業体験・民泊事業の概要

✓ ログハウスとロハス農園の圃場・農作物を活用して、有機の里が農業体験・民泊事業を実施

✓ ログハウスの管理には川棚温泉の事業者やロハス農園スタッフに清掃や管理サポートをいただく

✓ Withコロナ時代に都市部の人々のテレワークの拠点としての長期滞在者も受け入れ、 「豊浦町」への

関係人口を増やしていきます

ロハス農園

サービス料

人材・農作物
農業体験
宿泊

有機の里

川棚温泉の
事業者

清掃
管理サポート

サービス料

サービス料

お客様
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民泊候補地

✓ ログハウス、芝生広場、山を北九州市に在住のオーナーが所有しており、賃貸契約締結済、民

泊の許認可は山口県に申請中（11月中に許可が降りる見通し）
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以上、ありがとうございました。



２０２０年１１月
株式会社アグリツリー

西

～100年後の食とエネルギーを考える～

ソーラーシェアリングを活用した
地域循環共生圏

別紙②



地域でエネルギーを循環させる

2

✓ 2009年から開始された自然エネルギーの固定価格買取制度により誰でも発

電事業者になることができます

✓ 2016年から開始された電力小売事業の開放により誰でも電力小売事業者に

なることができます

【資源とお金の流れ】

商品・サービス

お金

地域

電力会社

地域

発電事業者

地域社会

電力

税金

地域市民

電力

太陽光、風力、水力、森林資

源（バイオマス）など地域にあ

る資源を活用します

地域の中でお金が循環し、地域のために使用することができます

資源



ソーラーシェアリングとは？

※千葉県匝瑳市「匝瑳メガソーラー発電所」、2018年6月1日撮影

✓ 農地に支柱を立て、その下で農業を継続しながら太陽光発電を

する「営農継続型太陽光発電」で2013年から農地一時転用の

認可開始

✓ 支柱の基礎部分を農地の一時転用の対象とし、3年毎に許可の

更新が必要だったが、「担い手」が耕作する農地においては、10

年間の許可が可能に（2018年5月15日に制度改正）

✓ パネルの角度・間隔等、作物の育成に適した日射量を確保（30

～35％程度の遮光率）

✓ 支柱の高さ・間隔は農作業に必要な耕作機械が利用できる空間

を確保（高さは3.5m以下）

✓ 下部の農地における作物の収量が平均の80％を確保する必要

がある

✓ 2018年度時点でのソーラーシェアリングのための農地転用実績は

1,992件

農業を続けながら、
環境に優しい電力も収穫することができます
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ソーラーシェアリングで実績のある作物

4

陽性植物 陰性植物

大豆
大麦
小麦
蕎麦
落花生
大根
かぶ
小松菜
キャベツ
ほうれん草
長ねぎ
チンゲン菜
ブロッコリー

カボチャ
ナス
トマト

トウモロコシ
スイカ

ブルーベリー
ブドウ
イチジク
ゆず
レモン
デコポン
リンゴ

サツマイモ
ジャガイモ
サトイモ
ショウガ
お茶
お米

ミョウガ
シイタケ
キクラゲ
サカキ
ふき

リュウノヒゲ

ほとんどの作物が問題なく生育しており、昨今の気候変動の影響からか、

夏場に土中で育つ作物には良い影響もあるとの声もございます



ソーラーシェアリング制度関連年表

✓ 2012年度 農水省による事前調査の実施

✓ 2013年3月31日 24農振2657号通知発出（条件付きで農地上空で発電事業が可能に）

✓ 2016年4月 最終の通知改定

✓ 2017年6年 未来投資戦略2017に営農型太陽光発電が導入

✓ 2017年11月 農林水産省によるガイドブック公開

✓ 2018年4月 第五次環境基本計画に営農型太陽光発電が導入

✓ 2018年5月 30農振78号通知発出（条件付きで3年毎更新が10年更新へ）

✓ 2018年7月 第五次エネルギー基本計画に再生可能エネルギーの主力電源化が明記

✓ 2019年2月 営農型太陽光発電取組支援ガイドブック公開（農水省）

✓ 2019年3月 農山漁村再生可能エネルギー法改定案に営農型太陽光発電が明記

✓ 2019年5月 G20新潟農業大臣会合に営農型太陽光発電の展示

✓ 2020年2月 10年間の農地転用が認められ得る場合は地域活用要件を満たすことに

（50kW未満でも全量売電が継続へ）
5



6
※出典：https://www.maff.go.jp/j/nousin/noukei/totiriyo/attach/pdf/einogata-31.pdf



2020年度の動向

7※出典：https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/data/kaitori/2020_fit.pdf

10-50kWの設備容量

災害時の利活用

10年間の農地一時転用

13円/kWhの固定価格で20年間の

全量売電が可能に



8※出典：https://www.maff.go.jp/j/nousin/noukei/totiriyo/attach/pdf/einogata-31.pdf



2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

COVID-19影響なし 96 304 373 411 327 481 664 916 1,264 1,744 2,407 3,322 4,585

COVID-19影響あり 96 304 373 411 327 481 664 664 664 916 1,264 1,744 2,407

0
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4500
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COVID-19影響なし COVID-19影響あり
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※2013年～2018年度はソーラーシェアリングのための農地転用実績累計（農林水産省農村計画課調べ）

※2019年～2025年度はCAGR38％（2013年度から2018年度の年平均成長率）として発表者が作成

累計1,992件

ソーラーシェアリングの国内市場規模予測

単位：件
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ソーラーシェアリングの精神

農業者

発電者地権者

✓ 農業が持続可能でないと発電事業を継続することができない

✓ 発電事業者、地権者、農業者の３者が地域のために「シェア」の精神を持っ

て取り組んでいくことができなければ事業は継続できない
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モデル別ソーラーシェアリング

モデルA

農業者、発電事業者、地権

者が全て同じ

モデルB

農業者、発電事業者、地権

者の内、二つが同じ

モデルC

農業者、発電事業者、地権

者の内、全てが違う

✓ 農業者にとって収益が一番多いモデルであるが、初期投資や資金調達

が足かせになり拡大していない。徐々に調達先が広まりつつあり、今後、

大きな拡大が見込まれる（地域理解増大）

✓ 現在、一番普及しているモデル

✓ ソーラーシェアリングを普及期（モデルAが主流）に押し上げるために更

なる事例が必要

✓ 発電事業者の農業および地域へのシェアの精神が大切

✓ 農業者＝発電事業者≠地権者や農業者＝地権者≠発電事業者のパ

ターンがある

✓ 発電事業者の農業および地域へのシェアの精神が大切



ソーラーシェアリングの手続き
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✓ 候補地が決まったら、各所への対応が必要になりますが、事業計画策定から金融機関対応ま

でアグリツリーが全てワンストップで行います

事業計画・
営農計画
策定

事業
認定

農地
一時
転用
相談

見積の
取得・交
渉

資金調達交渉

資材
手配

架台
工事

電気
工事

一時転
用の開
始

連系
接続

頭金融資
実行

融資
実行

定期
報告事業者

電力会社

経済産業省

（FITの場合）

工事業者

金融機関

電力
申請

農業委員会

農地
一時
転用
申請



川棚温泉を中心とした豊浦町版地域循環共生圏イメージ図

漁業・食品加工

教育

観光・温泉
有機農業

エネルギー

モビリティ

有機肥料
温泉熱利用

スマート農業

農業学校
（留学生含む）

農業体験・民泊ソーラーシェアリング
地域新電力

間伐材バイオマス

林業

有機菌生類

森の学校

スマート漁業

HACCAP

シェアリング

インバウンド

地域循環共生圏
グリーンツーリズム

グリーンスローモビリティ

E-BIKE

工場のIoT化

ロボティクスの活用

ドローン活用

パッシブハウス
巡回EVバス
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✓ 有機農業を中心として、地域の資源を活用したヒト・モノ・カネの地域循環

モデルの構築を目指しています



ソーラーシェアリングによる資金循環と関係人口の拡大

ロハス農園

耕作協力金
農作物購入代

農作物

資金

電力
農作物

有機の里

✓ ロハス農園が有機農業を、有機の里が発電事業を担い、有機の里から耕作協力金、地代を支払います

✓ 地域・環境のことを第一に考え、必要な経費を除いた利益を地域に再投資します

✓ 地域・環境配慮型企業の参画を促し、野菜を購入いただいたり、農育・農業体験を通して「豊浦町」への

関係人口を増やしていきます

地権者

地上権
土地賃借料耕作権

直売所、宿泊所（農業体験
者向け）、農作物の加工場等
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15

豊浦有機の里ソーラーシェアリング１号機（2020/7/27完工）

耕作放棄地 圃場整備

建柱

パネル設置
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停電時にも活用できる自立運転施工済

✓ 災害などで周辺が停電になった場合には、自立運転モードに切り

替えて、コンセントから太陽光発電によって発電された電力を使用

することができます

✓ それぞれのコンセントから最大1500Wの消費電力に対応できます



株式会社アグリツリー
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【会社概要】

■社名：株式会社 アグリツリー Agritree Co., Ltd.

■所在地：福岡県那珂川市中原二丁目120番地 博多南駅前ビル３階

■設立日：2018年7月27日

■資本金：1,490万50円（株主：西光司、ハウステンボス㈱、ENEOSイノベーションパートナーズ合同会社）

■決算月：6月

■役員：代表取締役 西 光司

■従業員：2名（2020年7月時点）

■会社沿革・実績

・2018年7月 資本金1百万円で福岡市に会社設立。ハウステンボスの環境省・農林水産省共同の再生可能エネルギー電気・熱自立的普及

促進事業7号(ソーラーシェアリングの補助事業)の企画立案を実施し、国内初の採択

・2018年12月 JXTGグループアクセラレータープログラム優秀賞

・2019年2月 増資（ハウステンボス㈱、西を対象とした第三者割当）

・2019年3月 平成30年度長崎県再生可能エネルギーフォーラム講師

・2019年5月 G20新潟農業大臣会合にて展示ブース運営

・2019年6月 米国プエルトリコにてソーラーシェアリングの導入可能性調査

・2019年7月 鹿児島市主催「Kagoshima Startup Birth Project」講師

・2019年8月 増資（JXTGホールディングス㈱を対象とした第三者割当）

・2019年10月エコテクノ2019（エネルギー先端技術展）にて福岡県主催セミナー講師

・2020年2月 独立行政法人国際協力機構（JICA）主催「第9回中南米日系社会との連携調査団」に採択され、調査団団長としてブラジル

でソーラーシェアリングの導入可能性調査



第2期トピックス
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✓ 2020/2：JICAの農業関連ビジネス調査団の団長として、ブラジルにて市場性評価を実施

✓ 2020/2：合同会社有機の里設立及び業務執行社員に就任

✓ 2020/5：一般社団法人ソーラーシェアリング推進連盟幹事就任

✓ 2020/5：福岡県八女市にて、いちごの育苗用ソーラーシェアリングの実証実験開始

【ブラジルの有機農業生産法人にて】 【福岡県八女市のいちご農業法人様の圃場にて】



第3期トピックス
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✓ 2020/7：豊浦有機の里ソーラーシェアリング１号機完工

✓ 2020/8：市民エネルギーちば、ガリレオと共にソーラーシェアリングのDXに資するシステムの開発を開始

（ものづくり・商業・サービス高度連携促進補助金の採択）

✓ 2020/9：長崎県松浦市のソーラーシェアリング事業計画策定に係る業務の受注

【江島参議院農林水産委員長(元下関市長)への陳情】【豊浦有機の里ソーラーシェアリング１号機】



代表取締役 西 光司の業務経歴書
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【代表取締役 西 光司の経歴】

2003年3月 福岡県立修猷館高校卒業

2007年3月 慶應義塾大学商学部卒業

2007年4月 日清食品株式会社入社

国内の営業担当として卸店・量販店への営業に従事

2011年4年 INDO NISSIN FOODS PVT LTD.へ出向（日清食品のインド現地法人にて

Sales & MarketingのManagerとしてインド国内広域営業と販売促進に従事）

2015年4月 マーケティング部にて国内の新製品の開発に従事

2017年3月 日清食品株式会社退社

2017年4月 公益財団法人澤田経営道場入門

2017年10月 ハウステンボス株式会社「健康の館」にて副店長（澤田経営道場の研修として）

2018年2月 HTBエナジー株式会社にて西日本営業リーダー（澤田経営道場の研修として）

2018年5月 一般社団法人飯田自然エネルギー大学入学

2018年6月 株式会社ANA Cargoにて研修生（澤田経営道場の研修として）

2018年7月 株式会社アグリツリー代表取締役就任

2018年12月経済産業省主催「始動 Next Innovator 2018」シリコンバレー選抜メンバー

2019年3月 公益財団法人澤田経営道場卒業

2020年2月 合同会社有機の里業務執行社員就任

2020年5月 一般社団法人ソーラーシェアリング推進連盟幹事就任

【農業に関する保有資格】

✓ 日本政策金融公庫農業経営

アドバイザー

✓ JGAP/ASIAGAP指導員

（青果物・穀物、団体含む）

【その他保有資格】

✓ 日商簿記２級

✓ TOEIC805点

✓ 普通自動車免許
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